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　平成27年度第一号となる
“しろくまニュースレター”
を発刊するにあたり、病院長
よりご挨拶申し上げます。
　全国各地から、桜の開花の
知らせが届いていますが、残
念ながら、こども病院の周辺
の地域では、本格的な春の訪
れはまだ少し先のようです。
そうはいっても、田んぼに
は、ツグミが餌の虫を探して

いる姿がみられ、カワラヒワの美しい鳴き声も聞こえてき
ます。本年も、4月より多くの新しい職員を迎えることに
なり、心ときめく季節です。
　さて、昨年度で長野県立病院機構の第一期中期計画を終
了し、今年度から、第二期中期計画が開始されます。長野
県立こども病院は、また新たな一歩を踏み出し、長野県と
その周辺地域における小児周産期医療の最後の砦として新
たなステージに入ることになります。
　第二期中期計画においては、主に次の案件を重点目標に
おいています。
　①  救急医療体制の充実　小児集中治療室(PICU)の増床

による機能強化

　② 医療機能の向上　小児がんに対する診療機能の向上
　③ プレホスピタルケアへの取り組み　遺伝子関連検査機

能の強化と診療機能の充実
　④ ポストホスピタルケアへの取り組み　在宅移行 地域

支援体制の確立
　⑤ 人材育成　信州大学医学部との連携大学院の設置
　⑥ 業務運営の改善　持続可能な病院経営の実現
　⑦ その他　公開講座の実施等による地域への情報発信
　このように箇条書きにすると、ずいぶんと難しいことが
並んでいるように思えますが、結局は、こども病院がいか
にしてその存在意義を県民の皆様方に理解してもらえるか
ということに尽きると思います。
　こども病院の開設時には、2万2千件の出生数があった
ものの、最近の少子化の影響を受け、昨年度の出生数は1
万7千件まで減少しています。その結果、人口減少も著し
いものがあります。このような社会情勢の中で、開院以
来変わることないチーム医療を地道に実践しながら、信頼
されるこども病院ブランドの獲得を目指して努力すること
が、われわれ病院職員に課せられた責務であると考えてお
ります。今後とも、皆様方のご指導、ご鞭撻をどうかよろ
しくお願い申し上げます。

平成27年4月
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　今年度は診療科部長２名の他に21名の医師が当院のメンバーに加わりました。各自の自己PRとともに紹介いたしますの
で、今後ともよろしくお願い申し上げます。

　2015年4月より心臓血管外科
部長として赴任して参りました
岡村達と申します。よろしくお
願い申しあげます。
　前任地の愛媛大学医学部附属
病院では、2010年より心臓血管
呼吸器外科講師として、先天性
心疾患の外科治療を担当してお
りました。ここで少し愛媛県に

ついてご紹介したいと思います。愛媛県は柑橘類の生産量
が日本一で、松山市を中心にほぼ東南に100kmほど、海
･山･温泉（坊ちゃんの舞台としても有名な道後温泉など）
に囲まれ比較的温暖な地域です。愛媛大学医学部附属病院
は、松山から東へ約10キロ、四国山地の西側に位置して
おり、長野県より南にありますが、冬には雪が降ることも
ある自然が豊かな場所にあります。機会があれば是非訪ね

て下さい。
　さて、大分以前のことになりますが、私は、長野県立こ
ども病院心臓血管外科に、1999年1月から1年の間お世
話になっておりました。当時は、北棟は無く小さな病院で
した。現在、駐車場が不足しているとお聞きし病院が大き
くなったことを感じました。こども病院の開院した年に医
師になったこともあり、何となく縁を感じておりました。
今、私の礎となっている手術手技及び術後管理を含めた心
臓外科治療において多くのことを学ばせていただいたこの
病院で再び働けることを光栄に感じております。今日まで
発展してきた長野県立こども病院の小児循環器医療をさら
に充実させ、人材の育成およびチーム医療の向上を目指し
て微力ながら日々努力していきたいと思っております。ご
相談させていただくことが多々あると思いますが、ご指導
のほどよろしくお願い申しあげます。

新任部長のご挨拶

新任医師紹介

心臓血管外科　岡村 達

●出身地と観光案内
　東京都出身　お薦めの観光地は、神宮球場
●当院の第一印象
　 静か　スタッフの方が皆あいさつをしてくれる
●ギリギリ公開できる失敗談
　 患者さん親子の前で“ass”という言葉を
使ってしまった
●周囲が引かない程度の自慢話
　デング熱にかかったことがあります
●趣味（他人に言える趣味）
　 旅行　移動が好きです
●座右の銘
　情けは人のためならず
●当院で成し遂げたいこと
　特に感染症をしっかり勉強したいです

●出身地と観光案内
　 鹿児島県　桜島→灰がひどすぎます…　焼酎
が有名です
●当院の第一印象
　お城みたいな病院ですね…
●ギリギリ公開できる失敗談
　 ありすぎて書ききれません
●周囲が引かない程度の自慢話
　 料理はできませんが、パンはこねることから
始めて上手に焼けます
●趣味（他人に言える趣味）
　 料理教室に通うこと（料理下手です）
●座右の銘

　 置かれた場所で咲きなさい（座右の銘かはわかりませんが）
●当院で成し遂げたいこと
　 どんな患者さんの急変にも対応できる手技を身につけたいです

●出身地と観光案内
　 鳥取県鳥取市　鳥取砂丘　ゲゲゲの鬼太郎　
出雲大社
●当院の第一印象
　スイスの病院のような建物
●趣味（他人に言える趣味）
　 カレー屋めぐり
●当院で成し遂げたいこと
　 安全な麻酔管理・全身管理

●出身地と観光案内
　長野県松本市
●趣味（他人に言える趣味）
　 読書
●座右の銘
　日進月歩

寺川 瑠奈
（総合小児科）

森田 康子
（麻酔科）

壹岐 陽一
（麻酔科）

松岡 由子
（麻酔科）
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　4月から放射線科に着任しまし
た古川と申します。小児専門病
院での勤務は初めてになります
が、信州大学病院で研修を積ん
だ後に赴任した相澤病院では救
急医療に多く携わり、松本広域
の小児２次救急の大半を担って
いる国立病院機構まつもと医療
センターでは、小児医療にも少

なからず関わってまいりました。
　長野県立こども病院の放射線科は、開院以来、前任の近
藤先生が担当してこられましたが、今年３月に定年を迎
えられました。近藤先生には引き続き診療に携わって頂

き、ご指導を頂きながら徐々に業務を引き継いでいく体制
となっております。高度先進医療に画像検査は不可欠であ
り、各診療科の先生方とも協力しながら、より質の高い医
療を提供できるよう努めていきたいと思います。
　当院は平成22年に長野県及び全国のこども病院で初め
て「医療被ばく低減施設」に認定されました。引き続き放
射線技術科と協力して被ばく低減に配慮しつつ、未来を担
うこども達のために、安全で適切な検査と正確な診断を常
に心がけていきます。
　微力ではありますが、長野県の小児周産期医療に貢献で
きるよう努力していきたいと思いますので、どうぞよろし
くお願い申し上げます。

新任部長のご挨拶 放射線科　古川 智子

●出身地と観光案内
　 北海道　おいしい食べ物が魅力です
●当院の第一印象
　 赤いとんがり帽子の屋根とアルプス山脈のコ
ントラストがすてき
●周囲が引かない程度の自慢話
　 犬に噛まれた人の手を縫った
●趣味（他人に言える趣味）
　スキューバダイビング
●座右の銘
　 You must be the change you want to 
see on the world
●当院で成し遂げたいこと
　 経験値UP

●出身地と観光案内
　 福島県郡山市　安曇野と気候が似ています。
郡山は観光地ではありませんが、少し離れた
ところに磐梯山や猪苗代湖があり、四季折々
の自然に触れ合えます。
●当院の第一印象
　忙しそう…
●ギリギリ公開できる失敗談
　 無償で検査してくれる某大学検査室に、誤っ
て着払いで検体を送ってしまいました。公の
場でしか会えない教授から、個人的にお叱り
のご連絡をいただきました。
●周囲が引かない程度の自慢話
　 この年になってようやく酒に飲まれることが
少なくなってきました
●趣味（他人に言える趣味）
　 温泉
●座右の銘
　 明けない夜はない
●当院で成し遂げたいこと
　 微力ながら周産期医療の向上に貢献したいです

●出身地と観光案内
　 茨城県　ほどよく海と山と川と湖がある
●当院の第一印象
　赤いとんがり屋根のかわいい病院
●ギリギリ公開できる失敗談
　 具体的には公開できないけれど、忘れっぽい
●周囲が引かない程度の自慢話
　 空手黒帯
●趣味（他人に言える趣味）
　当直明けにこっそり筋トレ
●座右の銘
　 精進常に怠らざれば勝利の道は洋々とひろがる
●当院で成し遂げたいこと
　 苦手意識を失くすことと様々な職種の人と交
流する

浅井 洋子
（新生児外科）

宗像 俊
（新生児科）

染谷 真紀
（集中治療科）

●出身地と観光案内
　 長野県
●当院の第一印象
　屋根がおしゃれ
●ギリギリ公開できる失敗談
　 NICUのドアにはさまって身動きがとれなく
なった
●周囲が引かない程度の自慢話
　 長野厚生連　写真コンクール入賞
●趣味（他人に言える趣味）
　 写真　映画
●座右の銘
　 誠心誠意
●当院で成し遂げたいこと
　 知識と技術の向上

柳沢 俊光
（新生児科）
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●出身地と観光案内
　 長野県上田市出身　「四川や」という中華料
理屋でマーボー豆腐と坦々麺を食べに行くの
がおすすめです
●当院の第一印象
　 こどもが喜びそうな絵がたくさんあり素敵だ
なと思いました。
●ギリギリ公開できる失敗談
　 自分の結婚式の余興中に、介助してくれる方
に“食べるなら今です”と言われ、ガツガツ
食べていたら、後日数名の友人に指摘され猛
反省しました
●周囲が引かない程度の自慢話

　 自分の誕生日の日にたまたま、当時１才の長男と長野市の支援セン
ターへ遊びに出かけました。お誕生日を祝ってくれる機会がありま
したが誰もいなかったため挙手したところ、皆に歌をうたって祝っ
てもらいました。
●趣味（他人に言える趣味）
　 手芸全般（最近は時間がなく、息子２人の縫い物のみです）
●座右の銘　 一期一会
●当院で成し遂げたいこと
　  長野市在住で1才と３才の息子がおり、時間に制約がありますが小
児神経を究める心意気でこども病院に赴任しました。多職種の方々
と関わりながら精一杯診療に当たりたいと思っています。

●出身地と観光案内
　 福島県会津若松市
●当院の第一印象
　赤い屋根がかわいい
●ギリギリ公開できる失敗談
　 教授の手術の助手を１人でしていて寝た
●周囲が引かない程度の自慢話
　 いつどこでいくらでも寝れる
●趣味（他人に言える趣味）
　スキューバダイビング、スノーボード
●当院で成し遂げたいこと
　  寝坊しない

●出身地と観光案内
　長野市　善光寺はただ今御開帳
●当院の第一印象
　アルプスがきれい　赤い屋根が映える
●趣味（他人に言える趣味）
　アメフト　将棋
●当院で成し遂げたいこと
　  子供を恐れない

●出身地と観光案内
　 だんじりで有名な大阪府岸和田市出身です
●当院の第一印象
　 おおらかでのんびりした病院
●ギリギリ公開できる失敗談
　 家内には黙っていますが、小児外科専門医筆
記試験に１回落ちています
　 家内には黙っていますが、ソケイヘルニアの
症例が足りずに小児外科専門医取得が１年遅
れました
●周囲が引かない程度の自慢話
　 自慢できるようなものはありません
●趣味（他人に言える趣味）
　 飲み会

●座右の銘
　 苦しいこともあるだろう。言いたいこともあるだろう。不満なこと
もあるだろう。腹の立つこともあるだろう。泣きたいこともあるだ
ろう。これらをじっとこらえてゆくのが、男の修行である。
●当院で成し遂げたいこと
　  小児外科医療の標準化

●出身地と観光案内
　 長野県　塩尻市
●当院の第一印象
　 良い環境にある
●ギリギリ公開できる失敗談
　 タイヤ交換が上手くできなかったこと
●周囲が引かない程度の自慢話
　 朝に強いこと
●趣味（他人に言える趣味）
　 サッカー　飲酒
●座右の銘
　 朝食はきちんと食べる
●当院で成し遂げたいこと
　  小児整形を学ぶ
　あやすのが上手くなる

●出身地と観光案内
　 千葉県千葉市　立ち上がるレッサーパンダが
いる、モノレールがある
●当院の第一印象
　赤い屋根が遠目に酪農施設にみえた
●ギリギリ公開できる失敗談
　 アパートの玄関でナンプラーの瓶を割ってぶ
ちまけた
●周囲が引かない程度の自慢話
　 おそらくうちの息子は世界一かわいい１歳児
●趣味（他人に言える趣味）
　 ピアノ　酒　相撲　中日ドラゴンズ
　中島みゆき
●座右の銘
　まず隗より始めよ
●当院で成し遂げたいこと
　 神経科医師として一人前になりたい

●出身地と観光案内
　 長野県上田市（長野県以外に住んだことがあ
りません）
●当院の第一印象
　プロフェッショナル
●趣味（他人に言える趣味）
　 野球ボールより大きい球技（野球、フットサ
ル、バスケット）
●当院で成し遂げたいこと
　 心臓も心も診られる医師になること

●出身地と観光案内
　 晴の国　岡山
●当院の第一印象
　かわいらしく明るい病院
●趣味（他人に言える趣味）
　 山　温泉　珈琲
●座右の銘
　 しあわせはいつも自分の心がきめる
●当院で成し遂げたいこと
　 胎児診断の力をつけること

中嶋 英子
（神経科）

一之瀬 優子
（形成外科）

鈴木 陽太
（脳神経外科）

岩出 珠幾
（小児外科）

山岸 祐輔
（整形外科）

佐々木 拓
（神経科）

内海 雅史
（循環器小児科）

大岡 尚実
（産科）
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　第２回「すまいるさん」投票で3名（塩崎暁子さん-チャイルド・ライフ・スペシャリスト、畑田智子先生-小児外科、大
島明子さん-外来）が栄えある『すまいるさん』に選出されました。編集部では受賞者に直撃インタビューを行い、笑顔の
秘訣や今後の抱負についてうかがってきました。

「すまいるさん」が決まりました！！

●連続受賞のお気持ちはどうですか？
私の名前を挙げてくださった方へ感謝しています。
 一緒にお仕事させていただいているスタッフの皆さんや

患者さんから日々パワーをもらっている、そのお陰で
す！ありがとうございます。
●1年間で意識したことはありますか？
 風邪をひくとなんとなく気持ちも落ち込むので、体調を
くずさないよう気を付けました。
●子どもの気持ちをどうやって汲み取っていますか？
 気持ちを汲み取るというより、目を見てその子とお話す
ることと、その子の言葉に耳を傾けることは心がけよう
と思っています。
●これからの抱負をお聞かせください。
 私が励まされたり、嬉しかった言葉をまた誰かに繋いでい
ける…そんな心配りが出来るようになりたいと思います。

インタビュー：平林富子

塩崎暁子さん
（チャイルド・ライフ・スペシャリスト）

●出身地と観光案内
 石川県金沢市　新幹線ができたので遊びに来
て下さい
●当院の第一印象
景色がとてもきれい
●ギリギリ公開できる失敗談
 昔、婚約破棄されたことがあります
●周囲が引かない程度の自慢話
 かっこいいスポーツカーに乗っています
●趣味（他人に言える趣味）
ドライブ　音楽

●座右の銘　 Passion for the Mission
●当院で成し遂げたいこと
  重症診療に自分から進んで対応できるようになる

●出身地と観光案内
徳島県　阿波踊りと渦潮くらいです
●当院の第一印象
赤い屋根がおしゃれ
●趣味（他人に言える趣味）
仏像
●座右の銘
 平常心是道
●当院で成し遂げたいこと
　  人見知り克服

五味 卓（小児外科）
●出身地と観光案内　長野県茅野市　八ヶ岳
●当院の第一印象　山！！
●ギリギリ公開できる失敗談　 山の診療所に行ったときに聴診器を忘

れた
●周囲が引かない程度の自慢話　 いつでもどこでも寝れる
●趣味（他人に言える趣味）　旅
●座右の銘　 継続は力なり
●当院で成し遂げたいこと　  たくさんの方に顔と名前を覚えてもらう

村上 徹（麻酔科）
●出身地と観光案内　塩尻市　平出遺跡
●当院の第一印象　屋根が赤い
●ギリギリ公開できる失敗談　 朝うっかり前の職場に向かっていた
●周囲が引かない程度の自慢話　最近白髪が増えてきた
●趣味（他人に言える趣味）　体を動かす系
●座右の銘　 長いものに巻かれたい
●当院で成し遂げたいこと　小児の麻酔に慣れたい

高寺 侑
（後期研修医）

米原 恒介
（後期研修医）

短期研修医
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　今年度から薬剤科は医療技術部から独立し、薬剤部とな
りました。
　近年、薬剤師の主な業務が調剤業務から病棟業務へと移
行し、医療安全や医薬品の適正使用のため、薬剤師の独立
性を基に役割を果たしていくことが求められています。
　また、国全体で薬剤師の不足が深刻な状況の中、当院で
の採用活動を行う上で、薬剤師や学生に独自のアプローチ
をし易くする狙いもあります。
　しかしながら現在、薬剤師２名の欠員が出ており、１名
は短時間の非常勤職員を採用できましたが、極めて厳しい
状況の中でのスタートとなっています。
　引き続き薬剤師の募集を行うとともに、次のような業務
に重点的に取り組んでいきたいと考えています。
・ 入院患者の持参薬確認、副作用・相互作用チェック、剤
形検討等の病棟薬剤業務。

・ 服薬指導等の薬剤管理指導業務を可能な限り実施すること。
・抗がん剤投与に係る鑑査・調製。
・高カロリー輸液の調製。

・後発医薬品の採用促進。
・院外処方せん発行の推進。
　また、医師、看護師等と連携しながら薬物療法の領域に
おいて安全で効果的な治療を提供するためには薬剤師のス
キルアップも必要となります。
　薬剤部では各種研修、学会等積極的に参加するととも
に認定薬剤師の資格取得、院内のICT（感染制御チーム）、
NST（栄養サポートチーム）緩和ケアチームへの参画等
様々な分野で治療に貢献できるよう取り組んでいきたいと
思います。

薬剤部 薬剤部長：吾妻貴司　薬剤師 11 名

●受賞を知ったときの気持ち
　 うれしかったです。（小学生みたいなコメントですみま
せん）
●日頃心がけていること
　 誰にでもあいさつをするように心がけています。
●ストレス解消法
　 飲むこと！！
●今後の抱負
　 結婚したい（婚活中）です！

インタビュー：藤田研也

●連続受賞を知ったときの気持ち
　 去年もそうでしたが、嬉しい半面、気恥ずかしい感じで
した。

●意識していきたいこと
　 2回もいただいた名誉に恥じないように、がんばってい

きたいです。
●こどもの気持ちはどうやってとらえていくのか
　 笑顔で話しかけます。あかちゃんにも。「可愛いね」と
お母さんにも笑顔で話しかけています。
●笑顔の秘訣
　 嫌なことは早く忘れる！それだけです！引きずったり、
落ち込むこともあるけど、なるべく忘れて、患者さんに
癒しをもらって、気持ちを切り替えることです。
●今後の抱負
　 こども病院で働き始めたのは本当に良かった。家で嫌な
ことがあっても、ここに来るとふわっと忘れられる。子
どもさんやお母さんや職員のみなさんから私はエネル
ギーをもらってるんです。これからも、力をもらって働
いていきたいです。

インタビュー：山崎紀江

畑田智子先生
（小児外科）

大島明子さん
（外来）

剤
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　新年度に入って新人が活動を始める季節に
なりました。この時期になると「鉄は熱いうち

に打て」という言葉を耳にする機会が増えます
。やる気のあるうちに鍛えてやろうという親

心なのでしょうが、少々違和感を覚えることが
あります。打とうとしているのは本当に熱い

鉄ですか？熱くもない鉄を打って歪んだり割れ
たりしませんか？鉄は外から熱を加えないと

熱くなりませんよ・・・。ちょっと見ただけで真
の温度を見極めるのは簡単ではありません。

それに打てるまで熱くするにはそれなりのエネ
ルギーと時間が必要です。自分から発熱して

くれれば楽ですが、かといってあまり熱くても
扱いにくいですよね。　　　　　　　小木曽

長野県立こども病院　院内研修会予定

「総合診療について：超高齢化社会における
総合診療の役割。そして小児科医は？」
講師：信州大学医学部附属病院総合診療科
　　　特任教授／総合診療科長　関口健二先生
日時：5月 1 日（金）18時 00分～ 19時 30分
場所：南大会議室
内容： 日本小児科学会は 2014年 2月、小児科医は「こ

どもの総合医」であると宣言しました。しかし、
日本全国には多くの優秀な総合診療医が存在し、
日々小児も成人も分け隔てなく診療されていま
す。関口先生は特に高齢者医療のプロフェショナ
ルで、優れた教育者でもあります。総合診療医の
立場から今後の小児医療を考察します。ぜひ、総
合診療の先生方、研修医に聴いていただきたいと
思います。

＊ 後期研修医対象ですが、院内外の医療関係者の参加も
歓迎します。

「こどものかぜ診療」
講師：倉敷中央病院臨床検査科／感染制御室
　　　副医長　上山伸也先生
日時：5月 22 日（金）18時 00分～ 19時 30分
場所：南大会議室
内容： たかがカゼ、されどカゼ。カゼは万病の元といわ

れておりますが、カゼの診断は実は難しく、一見
カゼに思えても生命にかかわる病気もあります。
また、一言でカゼといっても、それぞれ表情が微
妙に異なっていたりもします。カゼとカゼにみえ
る重症疾患の見分け方や巷であふれているカゼ症
候群の診療から見えてくるものについてお話しし
ていきます。

＊ 後期研修医対象ですが、院内外の医療関係者の参加も
歓迎します。

「論文の読み方・書き方」
講師：東京都立小児総合医療センター感染症科
　　　伊藤健太先生
日時：7月 24 日（金）18時 30分～ 19時 30分
場所：南大会議室
内容： 職種を問わず医療に関わるスタッフは論文から最

新の情報を得ておく必要があります。論文の選び
方、批判的吟味から始まり、最終的には論文を自
分で構成するところまで、これからの医療人に
とって必須スキル、論文の読み方・書き方につい
お話します。

＊ 後期研修医対象ですが、院内外の医療関係者の
　参加も歓迎します。

ニュースレター35号X4.pdf   7 2019/12/04   14:19:26



長野県立こども病院だより　No.35　2015年4月30日

南
棟
外
来

外来名 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

整形外科 渡邉　佳洋（AM） 高橋　　淳（PM）（第４）
松原　光宏
藤岡　文夫（AM）
加藤　博之※1

松原　光宏（AM） 松原　光宏

小児外科
畑田　智子（AM）
好沢　　克（AM）
高見澤　滋（PM）

高見澤　滋（PM） 畑田　智子（AM）
好沢　　克（PM） 岩出　珠幾（AM）

眼　科 北澤　憲孝
視能訓練 視能訓練 視能訓練 北澤　憲孝

視能訓練
北澤　憲孝
視能訓練（AM）

総合小児科 南　　希成（AM）
（PM4時～5時予防接種相談） 樋口　　司

樋口　　司（PM）
南　　希成（PM）
（ワクチン接種）

南　　希成（AM） 樋口　　司（AM）

総合小児科 
アレルギ－外来 小池　由美（PM） 小池　由美（ＡM）

総合小児科 
内分泌・代謝外来 竹内　浩一 竹内　浩一 竹内　浩一（AM）

血液腫瘍科 
免疫・アレルギ－外来 小林　法元（AM）

血液腫瘍科 
血液・腫瘍外来

坂下　一夫
柳沢　　龍 坂下　一夫（AM） 坂下　一夫 坂下　一夫 柳沢　　龍

循環器科 
(内科・外科）

梅津健太郎（AM）
（外科）

安河内　聰
瀧聞　浄宏
仁田　　学（PM）
（内科）

原田　順和（AM）
梅津健太郎（AM）
（外科）

安河内　聰
田澤　星一
仁田　　学
（内科）

瀧聞　浄宏
田澤　星一
（内科）

循環器科 
成人移行期外来

元木　博彦（AM）
（第２・第４）

リハビリテーション科 笛木　　昇 (AM）

精神科 
こころの診療科 篠山　大明 ※2

北
棟
外
来

脳神経外科 重田　裕明 
宮入　洋祐

重田　裕明 
宮入　洋祐

重田　裕明 
宮入　洋祐

泌尿器科 
皮膚・排泄ケア外来 市野みどり 市野みどり 市野みどり(AM） 市野みどり(PM）

神経小児科
平林　伸一
(午前は発達障害専門外来） 

福山　哲広

平林　伸一
(午前は発達障害専門外来） 
福山　哲広(PM） 
中嶋　英子(AM）

平林　伸一 中嶋　英子(AM） 平林　伸一 
福山　哲広

小児外科 高見澤　滋
（胃瘻・中心静脈栄養外来）

新生児科
小田新(AM)（第1・3・5）
亀井良哉(AM)（第2・4）
中村　友彦(PM)

廣間　武彦 関　聡子 廣間　武彦 山口　由美

形成外科 野口　昌彦
藤田　研也

安永　能周（AM）
（第４）

野口　昌彦 
藤田　研也 野口　昌彦(PM）

野口　昌彦(PM） 
杠　　俊介(PM）
藤田　研也(PM） 
永井　史緒

総合小児科
笠井　正志（PM）
（PM4時～5時
予防接種相談）

麻酔科 大畑　　淳(AM） 大畑　　淳(AM）
皮膚科 芦田　敦子(AM）

遺伝科 古庄　知己
（ＡＭ11時～） 西　恵理子 西　恵理子

西　恵理子(AM)
泉　　幸佑(PM)
（第2・4）
高野　亨子(PM)（第3）

西　恵理子(AM）
(PM2時～）

耳鼻咽喉科 下記※3 出浦美智恵
循環器小児科 
胎児心臓外来 田澤　星一 松井　彦郎 瀧聞　浄宏 安河内　聰

産　科 吉田　志朗 
髙木紀美代

吉田　志朗 
髙木紀美代

吉田　志朗 
髙木紀美代

吉田　志朗 
髙木紀美代

吉田　志朗 
髙木紀美代

リハビリテーション科 笛木　　昇 関　　千夏(AM）
笛木　　昇(PM） 笛木　　昇 原田由紀子

三澤　由佳(AM） 笛木　　昇(PM）

※1　整形外科の加藤医師は3ケ月に1回第3週のみ診察となります。
※2　精神科（こころの診療科）篠山医師は第１～４週の診察となります。
　　　外来の初診は、受付しておりません。
※3　耳鼻咽喉科　午後　　週によって、医師が異なります。

長野県立こども病院　外来医師担当表　
平成27年４月１日現在

★診察時間：午前９時～午後４時
★休診日：土・日曜日、祝祭日、年末年始
★受診には、原則として予約が必要です。

　予約専用電話

0263-73-5300
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